
可
制
小
既
巻
十

内
よ
り
走
出
候
も
の
有
之
候
。
四
兵
術
鈴
持
、
い
ま
だ
橋
際
に
総
在

候
内
に
付
、
そ
れ
は
誰
に
て
候
や
と
需
候
へ
ば
、
柳
部
四
兵
衛
と
中

候
K
付
、
モ
の
ま
L

鎗
の
鞘
投
候
て
、
鎗
生
協
に
か
い
込
み
御
門
内

へ
か
け
入
り
候
へ
ど
も
、
御
帯
衆
も
見
と
が
め
不申・
候。

下
衆
陀
て

見
候
成
‘
四
兵
術
は
深
乎
負
.
倒
れ
か
h

り
紋
申
・候
底
へ
参
り
か
A

り
険
。
相
手
宜
野
候
へ
ば
、
凡
L
も
手
負
な
が
ら
蝿
世
間
御
門
の
方
へ
参

候
を
迫
付
、
凹
兵
衛
家
来
と
名
乗
、
う
し
ろ
よ
り
突
候
へ
ば
、
談
合

K
A削
迄
由
開
通
し
、
モ
の
ま
L
鈴
の
柄
に
て
純
倒
し
突
殺
し
候
。
そ
の

所
へ
御
番
手
の
同
心
共
数
+
人
罷
越
、
鎗
持
は
取
込
罷
在
候
。
共
後

御
目
付
染
被
罷
越
.
使
方
相
同
拭
候
う
へ
は
、
出
品
の
内
へ
案
内
巾
組
、

死
骸
矯
引
候
て
可
然
旨
陀
付
.
先
づ
検
校
の
子
の
骸
引
巾
供
。
四
兵

衛
に
は
子
も
な
く
、

抑
郡
美
濃
守
保
明
、
廿
間
関
は
至
て
小
身
に
て
粥

ラ

ヒ

太
郎
と
申
候
。
四
兵
術
箆
に
従
子
陀
付
、
罷
出
で
死
骸
関
取
被
申
候
。

共
御
鎚
持
を
ば
、
同
心
等
教
十
人
に
て
打
図
み
罷
花
候
。
死
骸
E
潟

絡
の
内
へ
入
巾
を
見
居
巾
候
庭
、
い
づ
れ
も
無
調
法
に
て
‘
散
々
見

苦
仕
形
陀
て
、
而
も
雛
入
相
見
出
γ伎
に
付
、
鉛
持
右
囲
み
の
中
よ
り

股
出
で
、
か
け
付
候
て

い
だ
き
立、

制
尚
杭
聞
の
内
へ
抑
入
れ
、
御
限
乞

に
て
御
座
候
旨
巾
奔
伏
仕
候
。
悶
心
等
追
討
候
て
、
狼
務
者
と
て
取

方
へ
務
公
の
笠
無
之
旨
申
切
罷
在
候
。
其
趣
迫
て
主
人
よ
り
相
建
候

成
、
震
て
孤
太
郎
よ
り
申
楽
候
は
、
於
御
城
中
一
言
の
挨
拶
も
不
巾

間
候
俄
.
共
身
に
て
は
左
抜
陀
有
じ
候
都
4

ん
に
候
。
凹
兵
術
一

一矧
に

て
は
.
御
大
法
主
柑
H

き
巾
、
長
道
具
致
持
会
者
の
俄
故
、
公
俗
世
怖

り
態
と
挨
拶
に
不
及
候
。
心
底

K
は
珍
重
陀
存
候
。
此
儀
承
組
、
何

と
ぞ
龍
越
候
椴
K
仕
皮
と
申
来
る
。
主
人
も
強
て
龍
越
候
桜
に
仕
度

由
被
申
候
。
就
夫
致
納
得
、
左
候
は
ピ
願
事
候
問
.
御
叶
候
は
ピ
可

多
国M
巾
候
。
聞
の
儀
承
り
候
へ
ば
、
江
戸
に
て
無
限
鉛
持
に
て
.
共

類
多
く
有
之
、
多
く
博
突
の
仲
間
に
候
。
只
今
迄
博
尖
の
負
め
、過
分

の
儀
氏
倣
。
此
金
銀
不
磁
調
太
郎
敗
よ
り
償
給
候
は
ピ

、
車中公
民
可

罷
出
と
巾
候
。
門
主
き
腐
と
て
不
残
つ
ぐ
な
ひ
被
池
候
。
扱
鋲
持
役
は

散
発
候
て
、
若
円
叫
に
仕
り
.
盟
問
俄
兵
衛
と
税
し
被
申
候
。
然
出
国
間
も

な
く
粥
太
郎
殿
山
開
い
た
さ
れ
、
段
々
御
加
増
奔
鎖
有
之
候
。
御
加

増
毎
に
、
機
兵
衛
へ
少
し
宛
心
附
有
之
‘
七
百
石
迄
給
申
候
て
、
足

紐
頭
被
巾
付
候
。
無
紙
文
官
陀
て
、
役
儀
勤
め
か
ね
候
故
・役
俄
被
申

付
候
毎
に
、
相
役
の
者
被
呼
出
、
儀
兵
衛
事
は
仔
細
有
之
者
の
俄
は
、

い
づ
れ
も
可
存
峡
。
随
分
助
合
候
て
、
震
動
候
桜
花
級
候
出
口
被
巾
渡

候
。
今
甲
斐
守
政
代
に
も
m
M
在
候
。
子
二
人
有
之
、
是
も
被
召
使
候。

可
観
小
院
患
十

フ可

h
k

捕
候
へ
ば
、

外

へ
遁
走
り
中
制
刑
者
に
て
は
無
之
候
。
主
人
へ
限
乞

仕
候
旨
答
候
て
、
叉
如
元
立
的
り
候
へ
ば
打
閤
み
龍
在
候
。
扱
俊
方

死
骸
も
引
候
て
御
目
付
衆
・
右
鉛
持
を
召
出
し
・

共
方
も
主
人
の
錦

を
大
切
に
存
じ
.
早
市
出
敵
迄
も
打
取
候
背
中
は
、
奇
特
干
高

K
候
へ
ど

も
、
御
大
法

E
背
宮
、御
城
内
へ
長
道
具
を
持
能
越
候
限
、共
分
陀
雛

被
指
也
候
。
の
てい
冊目
牛
巾
付
候
旨
被
巾
渡
候
へ
ば
、
践
で
M
Z
り
巾
候
。

但
京
入
院
略
と
承
候
て
は
、
御
玄
闘
の
上
迄
も
、
可
成
迄
は
慌
越
候

意
得
に
御
座
候
と
巾
候
。

直
に
致
社
日
牢
候
。

百
日
許
立
候
て
出
牢
被

仰
付
、
江
戸
無
稽
候
に
付
‘
誰
や
ら
ん
承
及
申
方
へ
抱
ら
れ
、
叉
鎗

持
仕
混
在
候
。
師
叩
く
間
有
之
、
共
主
人
ま
で
摘
太
郎
よ
り
被
巾
・越
候

は
、
共
許
に
被
召
使
候
鈎
持
は
‘
仙
川
子
不
召
使
し
て
不
叶
も
の
に
候
。

段
々
の
首
尾
は
御
聞
及
と
行
じ
候
。
建
て
川
監
仕
候
僚
・
此
方
へ
く

れ
ら
る
べ
き
出
口
被
申
越
候
。
主
人
も
4

ん
に
存
じ
候
。
共
身
へ
巾
聞
け

自
是
可
申
・入
国
日
返
答
仕
供
。相叫
共
段
中
間
け
限
巡
供
問
・
調
太
郎
殴

へ
可
参
同
日
巾
間
付
候
慮
、
鎗
持
巾
候
は
、
孤
太
郎
方
へ
は
如
何
様
忙

し
て
も
雑
多
候
。

共
仔
細
は
院
臨
時
の
節
、
於
御
披
内
私
慌
在
候
前
を
・

孤
太
郎
雨
三
度
被
能
泊
候
。
何
と
か
二
日
の
挨
拶
も
可
有
之
俄
に
存

候
山
崎
左
帥
仙
の
休
も
無
之
候
。

M
m
れ
ば
相
知
市
・俄
に
候
故
・
か
械
の

子
ど
も
へ
の
異
見
陀
は
.
武
士
は
色
々
武
巡
有
之
、
皆
-R

稽
古
の
様

子
陀
候
。
我
等
鎗
持
の
節
・
鉛
の
使
様
も
不
存
候
。
共
外
太
刀
・
賂
等

K
至
ま
で
、

一
色
も
不
存
候
。
只
心
法
の
一
部
は
不
取
飢
候
故
、

限
も
く
ら
み
不
巾
敵
も
見
分
巾
候
。
刀
指
陀
て
も
心
法
く
ら
み
候
へ

ば
.
何
の
武
市
出
も
役
陀
立
不
申
も
の
と
見
出
叩
候
。
共
方
ど
も
指
て
武

慈
の
稽
古
は
日皆
無
之
候
。
只
L
K

心
法
く
ら
み
不
申
候
俄
第
一

K
候。

扱
は
文
官
民
て
手
跡
不
相
叶
事
.
老
後
迄
も
難
儀
陀
及
候。

共
用
心

占
ん
の
回
日
巾
候
。
先
輩
舶

一
、
長
新
丞
の
侠
三
太
郎
藤
堂
家
へ
召
出
さ
る

長
丸
郎
左
術
門
家
老
長
新
丞
家
の
俣
陀
、
=
一
太
郎
と
一
耳
者
あ
り
。
能

州
民
て
慌
が
猷
百
姓
の
子
K
て
‘
初
て
新
丞
方
へ
務
公
陀
出
づ
。
或

夜
小
者
共
打
寄
り
茶
飲
酬
明
花
、
人
々
の
願
主
一
耳
。
或
は
金
銀
主
持
ち

町
人
陀
成
皮
と
も
・
又
は
大
百
姓
に
成
て
岡
地
持
皮
と
も
、
取
h
k

巾

内
三
太
郎
は
、何
と
ぞ
路
陀
乗
‘鈴
も
た
せ
て
士
に
成
度
と
云
。
傍
銃

北
九
い
は
れ
ざ
る
大
墜
と
て
笑
ひ
ぬ
。
或
時
新
丞
へ
般
を
も
不
側
、
伊

勢
へ
抜
参
仕
候
。
越
前
稲
居
に
て
質
屋
へ
立
寄
・
我
脇
刺
を
出
し
・

如
何
桜
花

τも
不
苦
候
問
、
大
小
雨
腰
に
替
て
く
れ
よ
と
て‘

銀
子

差
添
近
け
れ
ば
則
替
て
地
候
。
そ
れ
を
帯
て
参
宮
し
、
直
に
京
へ
出
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